
1 出力共通項目
an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・石油石炭税納税申告番号　１１桁

2 帳票タイトル（兼用
タイトル） j 24 X

本業務ではスペースを出力

3 あて先税関
an 10 M

4 あて先部門コード
an 2 M

部門コード

5 引取年月
n 6 M

6 石油石炭税納税申告
事項登録年月日 n 8 M

本業務が行われた日を出力

7 石油石炭税納税申告
番号 an 11 M

8 識別符号
an 1 M

9 納税地
an 70 M

10 納税地電話番号
an 11 M

11 申告者コード

an 17 M

輸出入者コード
法人番号

（１）法人番号を保有する輸出入者コードとしてシステム
に登録されている輸出入者コードを入力した場合、法人番
号を出力
（２）上記以外の場合、入力された輸出入者コードまたは
法人番号を出力

12 申告者名
an 70 M

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸入者コー
ド）

13 申告者郵便番号
an 7 C

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸入者コー
ド）

14 申告者住所１（都道
府県） an 15 M

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸入者コー
ド）

15 申告者住所２（市区
町村（行政区名）） an 35 M

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸入者コー
ド）

16 申告者住所３（町域
名・番地） an 35 M

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸入者コー
ド）

17 申告者住所４（ビル
名ほか） an 70 C

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸入者コー
ド）

18 申告者電話番号
an 11 M

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸入者コー
ド）

19 申告者（入力）
an 12 C

輸出入者コード 入力した申告者コードが変換された場合に出力

20 申告者名入力識別

an 5 C

以下のいずれかの条件に合致し、申告者名欄に手入力され
た値がシステムに登録された場合、「＊＊＊＊＊」を出力
（１）法人番号管理ＤＢにのみ存在する法人番号の場合
（２）国内用輸出入者ＤＢに名称無効の旨が登録されてい
る場合

21 輸入取引者コード

an 17 C

輸出入者コード
法人番号

（１）法人番号を保有する輸出入者コードとしてシステム
に登録されている輸出入者コードを入力した場合、法人番
号を出力
（２）上記以外の場合、入力された輸出入者コードまたは
法人番号を出力

22 輸入取引者名

an 70 M

国内用輸出入者Ｄ
Ｂ（輸入取引者
コード）

23 輸入取引者（入力）
an 12 C

輸出入者コード 入力した輸入取引者コードが変換された場合に出力

24 代理人コード
an 5 C

利用者コード 入力者が通関業の場合、本業務の入力者の利用者コードを
出力

25 代理人名
an 50 M

代理人コードによりシステムに登録されている代理人名を
出力

26 原油の課税標準数量
（統合後） n 12 C

統合後の原油の課税標準数量を出力

27 原油の税率
an 25 M

原油の税率を出力

28 原油の税額
n 11 M

統合後の原油の課税標準数量に原油の税率を乗じて得た額
を出力

29 石油製品の課税標準
数量（統合後） n 12 C

統合後の石油製品の課税標準数量を出力

30 石油製品の税率
an 25 M

石油製品の税率を出力

31 石油製品の税額
n 11 M

統合後の石油製品の課税標準数量に石油製品の税率を乗じ
て得た額を出力
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32 ガス状炭化水素（天
然ガス）の課税標準
数量（統合後）

n 12 C
統合後のガス状炭化水素にかかる天然ガスの課税標準数量
を出力

33 ガス状炭化水素（天
然ガス）の税率 an 25 M

ガス状炭化水素の税率を出力

34 ガス状炭化水素（天
然ガス）の税額 n 11 M

統合後のガス状炭化水素にかかる天然ガスの課税標準数量
にガス状炭化水素の税率を乗じて得た額を出力

35 ガス状炭化水素（そ
の他）の課税標準数
量（統合後）

n 12 C
統合後のガス状炭化水素にかかるその他の課税標準数量を
出力

36 ガス状炭化水素（そ
の他）の税率 an 25 M

ガス状炭化水素の税率を出力

37 ガス状炭化水素（そ
の他）の税額 n 11 M

統合後のガス状炭化水素にかかるその他の課税標準数量に
ガス状炭化水素の税率を乗じて得た額を出力

38 ガス状炭化水素（小
計）の課税標準数量 n 12 C

ガス状炭化水素（天然ガス）の課税標準数量とガス状炭化
水素（その他）の課税標準数量を合計した課税標準数量を
出力

39 ガス状炭化水素（小
計）の税率 an 25 M

ガス状炭化水素の税率を出力

40 ガス状炭化水素（小
計）の税額 n 11 M

ガス状炭化水素（天然ガス）の税額とガス状炭化水素（そ
の他）の税額を合計した税額を出力

41 石炭（特定用途）の
課税標準数量（統合
後）

n 12 C
統合後の石炭（特定用途関連）の課税標準数量を出力

42 石炭（特定用途）の
税率 an 25 M

石炭（特定用途関連）の税率を出力

43 石炭（特定用途）の
税額 n 11 M

統合後の石炭（特定用途関連）の課税標準数量に石炭（特
定用途関連）の税率を乗じて得た額を出力

44 石炭（その他）の課
税標準数量（統合
後）

n 12 C
統合後の石炭（特定用途関連を除く）の課税標準数量を出
力

45 石炭（その他）の税
率 an 25 M

石炭（特定用途関連を除く）の税率を出力

46 石炭（その他）の税
額 n 11 M

統合後の石炭（特定用途関連を除く）の課税標準数量に石
炭（特定用途関連を除く）の税率を乗じて得た額を出力

47 納税額合計
n 11 M

算出した原油、石油製品、ガス状炭化水素及び石炭の税額
の合計を出力

48 担保額
n 11 C

併せて納期限延長申請を行う場合は、算出した担保額を出
力

49 納期限延長コード
an 1 C

50 口座識別

an 1 C

Ｆ：通関業者口座（リアルタイム口座）
Ｇ：輸入者口座（リアルタイム口座）

51 納付方法識別

an 1 C

スペース：直納
Ｒ：リアルタイム口座
Ｍ：ＭＰＮ
Ｅ：リアルタイム口座（即納科目について、即時引落せず
入力者に税額を通知する）
Ｓ：リアルタイム口座（即納科目について、即時引落せず
入力者・申告者に税額を通知する）

52 構成枚数
n 2 M

出力情報の構成枚数を出力

53 申告欄数
n 3 M

石油石炭税納税申告の欄数を出力

54 記事（税関用）
j 140 C

55 記事（通関業者用）
j 70 C

56 納期限延長申請タイ
トル j 14 X

本業務ではスペースを出力

57 納期限延長申請内容
j 44 X

本業務ではスペースを出力

58 納期限延長根拠法令
j 18 X

本業務ではスペースを出力

59 納期限延長申請科目
タイトル j 18 X

本業務ではスペースを出力

60 納期限延長税科目
コード an 1 X

本業務ではスペースを出力

61 納期限延長税科目名
j 10 X

本業務ではスペースを出力

62
300

欄番号
n 3 M

欄単位に通番を出力
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63
*

統合先欄番号
n 3 C

統合された欄の場合は、統合先の欄番号を出力

64
*

輸入申告等先税関
an 10 M

65
*

輸入申告等番号
an 11 M

66
*

輸入申告等欄番号
an 2 M

67
*

品目コード
an 9 M

68

*

品名

an 40 M

輸入品目ＤＢ （１）入力がある場合は、入力された品名を出力
（２）入力がない場合は、入力された品目コードによりシ
ステムに登録されている品名を出力

69
*

数量
n 12 M

70
*

数量単位コード
an 4 M

数量単位コード

71
*

内国消費税等科目名
j 22 M

内国消費税等種別コードによりシステムに登録されている
内国消費税等科目名を出力

72
*

内国消費税等種別
コード an 10 M

内国消費税等種別
コード

73
*

内国消費税等課税標
準数量 n 12 M

内国消費税等課税標準数量を出力

74
*

内国消費税等課税標
準数量単位コード an 4 M

数量単位コード 内国消費税等課税標準数量の単位をコードで出力

75
*

摘要
an 20 C

76
*

申告等種別コード
an 1 M

石油石炭税特例納
付ＤＢ

77
*

輸入申告年月日
n 8 M

石油石炭税特例納
付ＤＢ

78
*

ＢＰ承認年月日
n 8 C

石油石炭税特例納
付ＤＢ

79
*

輸入許可年月日
n 8 M

石油石炭税特例納
付ＤＢ
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